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§２．研究開発成果の概要 

Sn ペロブスカイト太陽電池の効率向上を目指して、ペロブスカイト層の欠陥密度（バルク、粒界、

ヘテロ界面）およびバンドオフセットの低減を研究項目として検討を続けてきた。A サイトおよび X、

B サイトの組み合わせおよびドーピング効果について検討するとともに、各種メタルハライドを用い

た表面パッシベーション法の開発により、VOC の向上が可能であることを見出した。ペロブスカイト

層から電子輸送層への電荷注入のバンドオフセットを小さくするために、従来の材料より LUMO
準位の浅い ICBA や独自材料を用いた太陽電池の作製を検討したところ、VOC は 1 V を超えるこ

とを確認した。バンドギャップからの VOCロスは従来の 0.6 eV から 0.4 eV 程度にまで低減した。こ

れは、Pb 系の VOC ロスや SQ 限界にも近い値である。しかし、電子輸送層の改良だけでは JSC は

低く高効率化には至らなかった。その原因の一つが、電子注入速度が遅いことが原因であることを

見出し、これに基づいて、電子輸送層との界面の工夫を行い、効率は 14.6%にまで向上した。さら

に表面修飾の最適化を進め、15.3%まで効率が向上した。 
より高い電流値が期待できる順型構造にも着目し、TiO2 電子輸送層に対してフラーレン誘導体

であるC60-COOHならびにC60-BzAのパッシベーション効果を検討し、いずれも開放電圧の向上

に有効であることを実証した。 
また、耐久性に関しては、Pb 系に対して熱耐久性が劣る要因として、ヨウ化物イオンの拡散に着

目し、ブロッキング層の導入を検討したところ、85 ℃に対する耐久性は大きく改善することを見出

した。 
さらに、タンデム化技術開発の試作を進め、顕著な VOC の向上を確認し、要素技術開発を進め

ることができた。 
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